
我が国周辺の最近の軍事動向

2024年８月２日
防 衛 省



中国

固体燃料推進方式の中距離弾
道ミサイル（IRBM）級弾道ミ
サイルを発射する(4月、６月)
とともに、衛星打ち上げを目
的とする弾道ミサイル技術を
使用した発射を強行(5月)

北朝鮮

我が国周辺の最近の軍事動向（2024年2月以降）

我が国周辺において、中国・北朝鮮・ロシアは、活発な軍事活動を継続

ロシア

ウクライナ侵略を継続し、欧州方面で
非戦略核部隊演習を実施する(5月～)ともに、
我が国周辺においても、太平洋艦隊による
演習（6月）等、活発な軍事活動を継続

頼清徳氏の台湾総統就任後、
離島を含めた台湾周辺海空域
で、大規模な軍事演習を実施
(5月)するととともに、2隻目
の国産空母「福建」の航行試
験を実施(5月～)

資料源：各種報道等

中国軍が公表した演習区域の

イメージ図

【東部戦区Weibo】

4月に北朝鮮が発射した新型ＩＲＢＭ級

弾道ミサイル【朝鮮中央通信】

6月の太平洋艦隊演習に参加する

露海軍駆逐艦【ロシア国防省】

6月のプーチン大統領訪朝時に

北朝鮮が公表した写真

【朝鮮中央通信】

5月のプーチン大統領訪中時に

ロシアが公表した写真

【露大統領府】



➢ 台湾の頼清徳氏の総統就任後、離島を含めた台湾周辺海空域で、

大規模な軍事演習を実施。周辺海域等の統制権の奪取や、重要目標に

対する統合精密攻撃、台湾離島周辺での法執行活動などを演練したと

発表(5月)。

➢ 2隻目の国産空母(中国海軍が保有する空母としては3隻目)である

「福建」が航行試験を複数回実施(5月～)。

我が国周辺の最近の軍事動向（2024年2月以降）

➢ 新型の固体燃料推進方式の中距離弾道ミサイル（IRBM）級
弾道ミサイルを発射。北朝鮮メディアは「新型中長距離極超音速
ミサイルの試験発射が成功裏に実施された」旨発表(4月)。

➢ 本年に偵察衛星３基を追加で打ち上げる旨発表しているなか、衛星
打ち上げを目的とする弾道ミサイル技術を使用した発射を強行 (5月)。

➢ 固体燃料推進方式の中距離弾道ミサイル（IRBM）級弾道ミサイルを
発射。今回の発射の目的について、北朝鮮メディアは「多弾頭による
各個標的撃破能力」を確保することにある旨言及(6月)。

➢ 露朝首脳会談を実施し、「包括的戦略パートナーシップ条約」に署名
（６月）。

➢ 太平洋艦隊が北方領土周辺を含む太平洋・日本海・オホーツク海の

海空域において対潜・USV・UAV訓練等を実施(6月)。

➢ 欧州方面で非戦略核部隊演習を実施し、短距離弾道ミサイルや空中

発射型弾道ミサイルへの弾頭搭載、陣地展開等を演練(5月～)。演習

第二段階以降、ベラルーシ軍も参加(6月～)。

➢ 中露首脳会談を実施し、共同声明を発表（5月）。

資料源：各種報道等

5月の軍事演習に参加している

中国軍フリゲートとされる画像

【中国中央電視台（CCTV）】

6月の非戦略核部隊演習に参加した

とみられる航空機【ロシア国防省】

5月8日に中国軍メディアが
報じた、海上試験中の「福建」と
されるもの。【中国軍号※】

※中国人民解放軍ニュースメディアセンターweiboアカウント

中国

北朝鮮

ロシア

6月の発射後に北朝鮮が公表した画像

【朝鮮中央通信】


